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男 女 人口計 

＜出典：まち・ひと・しごと創生本部資料及び大川村資料＞ 

人口４００人の維持に向けた取り組みの方向性 高知県大川村 

人口の推移と現状 
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男 女 

将来 
（人） 

平成２２年度の国勢調査人口は４１１人。離島
を除き全国最少人口の自治体となっている 

（人） 
大川村まち・ひと・しごと創生総合戦略

村の存続のためには 
４００人の人口を守ることが必要不可欠 
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社会増減（転入数－転出数） 転入数 転出数 

社会増減 （人） 

総じて社会減（転出超過）が続いているが、近
年の減少幅は小さくなっている 

H26 

（年度） 
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自然増減（出生数－死亡数） 出生数 死亡数 

自然増減 
一時期において自然増となった時期もあった

が、総じて自然減が続いている 

（人） 

（年度） 

H26 

＜出典：住民基本台帳の各年度数値＞ 

Ｈ２２年人口ピラミッド 

人口の推移 

総人口が少ない上に若
年層が極めて少ない逆
ピラミッド型の人口構造 

（国立社会保障・人口問題研究所の推計等を基に村の将来人口を推計） 

戦略期間の５年間で88人 
の人口増を目指す！ 

  雇用（就業）人口の目標〔KPI〕 

新規就業(雇用)者数 3人 

基幹産業の積極的な推進により雇用を創出 

新規就業(雇用)者数 15人 
（土佐はちきん地鶏･大川黒牛の生産･加工等） 

新規就業(雇用)者数 3人 
（大川村森林組合、自伐林家） 

＜H27~H31年度合計数＞ 

  結婚・子育て環境の整備により出生数を増加させるとともに高齢者等の死亡数を抑制 

出生数の目標〔KPI〕 

出生数22人 
（年間4人程度） 

＜H27~H31年度合計数＞ 

医療・福祉施策の充実により
高齢者等の死亡数を抑制！ 

このまま対策を講じなければ、５年後には300人台前
半、2030年には200人台、2050年には100人台とい
う厳しい状況が想定される！ 

総合戦略を 
着実に実行！ 

人口 ４ ０ ０人の維持！  

人口増に向けて 

（人） 

＜出典：国勢調査数値＞ 

「自然教育センター白滝」 

  集落再生の仕組みづくりによる雇用の創出 雇用人口の目標〔KPI〕 

新規雇用者数 5人 

＜H27~H31年度合計数＞ 

人と人、集落と集落、村と外とのつながり「結い」の拠点 

大川村集落活動センター 結いの里 

将来人口の推計 

目指すべき将来人口の方向 

  

大川小中学校 

産業振興の取り組みや交流等の積極的な推進により移住・定住人口を創出 

移住人口の目標〔KPI〕 

移住（転入）者数 66人 
（上記就業･雇用による転入者を含む） 

山村留学者数 年間15人 
（年間受入可能数を継続してキープ） 

＜H27~H31年度合計数＞ 産業振興の取り組みと連動 

「自然教育センター白滝」 

小さな拠点 

パターン１：全国の移動率が今後一定程度縮小すると仮定した推計（社人研推計準拠） 
パターン２：合計特殊出生率が人口置換水準（人口を長期的に一定に保てる水準の2.07）まで上昇したとした場合の推計 
パターン３：合計特殊出生率が人口置換水準（人口を長期的に一定に保てる水準の2.07）まで上昇し、かつ人口移動が 
        均衡したとした（移動がゼロとなった）場合の推計 
パターン４：国勢調査を基にしたコーホート変化率法による推計（大川村推計） 
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を
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や
す 

・学校・保育園の給食 
・高齢者等の配食 
・農産品・特産品等の販売 
・観光交流の情報発信 
・その他生活支援全般 

暮
ら
し
を
守
る 

集落支援員 ３人 

自然豊かな村で子ども
たちを伸び伸びと育成 

戦略期間の5年間で、村外からの転入者数を66人、出生数を22人増やす！  

＜出典：国勢調査数値＞ 

人口の将来展望 

花卉（ユリ等） 
野菜（ほうれん草、ピーマン等） 

・生産農家及び品目の拡大 

・学校給食等への食材供給 ｅｔｃ 生産・販売の拡大 

・鶏舎の拡張、牛舎の改築 

・食鳥処理・加工場の建設 

・新たな加工商品の開発 

・首都圏等への販路開拓 ｅｔｃ 
生産・販売の拡大 

土佐はちきん地鶏 
大川黒牛 

・計画的な施業や村有林化の推進 

・林業人材の確保・育成 

・木質バイオマスの利用や木材加工品の生産 ｅｔｃ 

村の将来を支える 
100年の森づくり 

国土･環境の保全 
安定した木材供給と活用 

・どんぐり銀行 
・白滝ふるさとまつり 
・ふるさと小包 
・謝肉祭   等 

謝肉祭 

交流人口の拡大 

各種のネットワークを生かした交流の推進 

総合戦略の着実な実行と、その後の継続的な対策の
実行により、将来にわたり400人の人口を守っていく！ 

仕
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へ 

 〔パターン４を基に今後の対策による人口増を加味して算定〕 


